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	 植物は動物で知られているエピジェネティックな機構を全て持ち、動物と同様に DNA メチル化とヒス

トンテールの化学修飾が主たるエピジェノミックマーカーとなっている。しかし、動物とは異なり個体の

移動が困難であるため、環境や季節に対応して随時、体細胞や組織の分化再構成を行う必要がある。その

ため植物は DNA メチル化によるクロマチン構造制御が、膨大なゲノム領域に対して解除可能な形で行え

る独自のシステムを発達させたと考えられる。特に DNA の脱メチル機構に関しては、動物が複数酵素に

よる多段階の反応を経る複雑なシステムになっているのに対し、植物ではただ 1 種類の植物独自の DNA

脱メチル化酵素により引き起こされ、その単純性が植物におけるゲノム DNA メチル化の可逆性や発生分

化の柔軟性の一因となっている。本研究はこの植物脱メチル化酵素に注目し、その特異な反応機構と分子

構造の解析を通して植物のメチル化システムの可逆性、柔軟性の解明を目指すものである。また構造を基

に酵素を改変し、動物細胞に導入可能な DNA 脱メチル化・脱分化を行うエピゲノム編集ツールの開発も

目指す。これまでに、植物脱メチル化酵素の DNA 脱メチル化活性領域について、安定化変異、ループ領

域削除等の改変を行うことで大腸菌での大量調整系の確立に成功した。現在、これを用いて結晶化、構造

解析を進めている。また、脱メチル化酵素の動物培養細胞への導入を試み、これまでに複数の安定発現株

が得られている。今後はこれらの安定発現株を用いてゲノム DNA のメチル化状態を詳細に調べていく予

定である。 
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